
 

平成25年6月26日に開催した平成25年度第2回公立大学法人静岡文化芸術大学経営審議会

の結果は次のとおりである。 

 

１ 議 案 

（１）平成24年度 事業報告及び決算報告（財務諸表等）について 

ア 趣旨 

地方独立行政法人法第34条の規定に基づき、6月末日までに県へ提出する平成24年度

事業報告及び決算報告等について、中期計画の達成に向け、教育内容の充実、学習及び生

活支援の充実、研究の推進等を重点に置いて実施したこと及びそれに伴う決算報告の承認

を求める。また合わせて、平成25年6月10日に監事監査を受け、事業執行及び会計経理

が適切に行われているとの結果であったことを報告する。 

イ 主な意見 

特になし 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

 

（２）平成24年度 年度実績報告について 

ア 趣旨 

地方独立行政法人法第28条第1項及び静岡県が設立する公立大学法人の業務運営並び

に財務及び会計に関する規則第6条の規定に基づき、6月末日までに県評価委員会へ提出

する平成24年度の実績報告について、教育・研究活動、学生支援、地域貢献及び国際交

流等の実績内容及びそれに対する自己評価の承認を求める。 

 イ 主な意見 

・自己評価がＡまたはＢのみでＣ、Ｄがない。企業ではＣやＤがあって課題が明らかにな

り、改善に取り組むのが通常であるが、本学の目標設定、評価基準はどのようなものか。 

・他国公立大学でも同様の状況である。大学への実績評価の導入は大変困難で、やっと今

の段階にきたところであり、企業における評価とは異なるところがある。 

   ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

 

（３）デザイン学部・学科の再編成基本計画（案）について 

ア 趣旨 

     デザイン学部・学科について、一学部一学科とすること、入学定員は現行と同じとす

ること、５つの専門領域を設ける（ただし領域名称はまだ検討中の部分あり）こと及び

時期は教育課程改正と合わせて平成27年4月からとする再編成基本計画の承認を求め

る。 

イ 主な意見 

・デザイン学部再編について、どのように受験生に周知していくのか。 

・再編後の入学対象は現在の高校２年生以下であり、今夏のオープンキャンパスや高校訪

問により説明する。 

・今回の再編成は、教育体制を社会のニーズに応えられるようにすることと、高校でデザ

インについて学ぶ機会が少ない学生が、デザインを理解したうえで専門領域を選択でき
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るようなカリキュラムとすることである。今後はこの５領域について、いかに高校生に

分かりやすく伝えるかが課題である。 

・各領域ごとに定員を設けてしまうと、希望する領域にいけない学生がいるのではないか。 

・各領域最大何人までという弾力的な扱いとする予定であり、それを超えた場合は選抜を

行い、希望する領域を学ぶためにはしっかり勉強するように、学生への動機づけとする。 

ウ 審議結果 

審議を踏まえ、議決された。 

 

 

（４） 報告事項  

  ア 労働基準監督署からの是正勧告への対応について 

     事務局から、4月に労働基準監督署から受けた長時間労働等に対する是正勧告、指導

事項への対応について、6月に監督署へ改善の報告を行ったこと及び、現在改善に取組

んでいることが報告された。 

 

  イ 平成25年度就職内定状況について 

事務局から、平成25年度卒業見込者（平成26年3月卒業）の就職内定状況について、

内定率38.9％（6月21日現在）であり、前年同時期より約3ポイント低いこと等が報

告された。 

 

 

  以上により議事を終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


